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耳目 3 4 5 6 
男 14 45 45 10 
女 3 39 38 13 
計 17 84 83 23 
象 (人数)
小学生の学年
1 2 3 4 5 6 
21 15 18 17 20 17 
21 24 15 17 17 19 




























学 年 幼児5，6才 小学2年 小学4年 小学6年
人 数 30 38 32 33 
'‘ * 4・類 似 61. 596 73.796 78.1% 75.8% 
* 省民 司担
好 み 73.3$ぢ 92.1% 81. 35杉 82.496 
亀 ‘ 令尊 敬 69.05ぢ 86.896 84.496 78.8% 
“ 制跡 * 将来のモデル 75.9% 79.0% 84.45ぢ 76.5% 


































類 13 17 
48 22 
低女 33 18 
似
35 30 
高女 53 25 
15 15 
好 15 17 
20 22 
低女 17 37 
み 35 41 





低女 35 10 
敬 48 17 
高女 回 9 
来将
幼女 2 22 
の
モ 低女 o23 
ア
JI〆





モ 低:タ; 12 12 
デ
Jレ 24 7 
高女 13 26 
(注)数字は%を示す。
1 3 1 12 2 。
1 3 2 18 。。
o 17 。9 4 。
o 20 8 10 7 。。7 6 4 7 。。2 2 4 13 。
3 7 5 28 2 。
4 7 2 33 3 2 。9 20 22 2 2 。8 13 22 2 2 。7 11 6 。。。6 13 4 9 。。1 2 21 2 。。3 8 18 8 1 。2 6 17 13 11 。7 8 20 8 12 
2 7 7 7 6 4 
1 9 6 2 6 。。1 。4 37 2 。1 2 3 25 9 。。2 4 57 4 。2 3 o 52 20 。7 2 o 56 4 。4 4 4 36 11 。5 o 14 3 。。7 o 13 4 3 
o 13 2 19 9 2 
o 15 2 18 。。
o 19 o 17 15 。
o 11 4 11 11 4 
1 52 
o 46 。。。3 
o 11 。1 
1 24 
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-168ー 児重量 学
第4表 父母への同 一 視得点 (平均)
父母 |子供 |学年 | 類 み | 尊 敬 |将来のモデル |行為のモデル
父 幼 3.53 (107) 
4.12 (114) 4.08 (113) 4.04 (111) 2.72 (111) 
'" 男 小低 3.55 (53) 3.74 (54) 4.26 (54) 3.伍 (54) 2.65 (54) の 小高 2.69 (54) 3.84 (54) 4.02 (54) 2.51 (53) 2.13 (53) 
認知
幼 3.70 (87) 3.卯 (91) 4.ω ( 89) 3.38 (88) 3.21 (卯)r、
F 女 小低 3.15 (60) 4.凶 〈印) 4.15 (印) 2.97 (印) 2.46 (印)、戸，
小高 3.08 (51) 4.09 (53) 4.04 (53) 2.74 (53) 2.30 (53) 
母 幼 3.08 (106) 3.59 (114) 3.48 (112) 3.18 (113) 2.64 (112) 
'" 男 小低 2.70 (54) 4.∞ ( 54) 3.74 (54) 2.20 (54) 2.45 (臼)の 小高 2.47 (53) 4.06 (53) 3.剖(日) 2.30 (53) 2.42 (52) 
知認
幼 3.15 (89) 3.98 (93) 3.67 (91) 3.52 (92) 2.52 (91) 
( 
M 女 小低 3.08 (60) 4.10 (60) 4.15 (60) 3.85 (60) 3.07 (的)、ー〆
小 高 3.02 (53) 4.34 (53) 3.68 (53) 3.64 (53) 3.21 (日)
父母|泊
幼 0.40 (103) 0.63 (113) 0.56 (111) 0.85 (1ω) 0.17 (108) 
努 小低 0.80 (53) -0.26 (54) 0.55 (53) 1.37 (53) 0.20 (53) 
の 小 高 0.23 (53) -0.15 (53) 0.10 (52) 0.21 (52) -0.27 (52) 
差 幼 0.60 (85) 0.31 (91) 0.45 (88) -0.15 (87) 0.06 (88) r、
D 女 小低 0.07 (60) 0.07 (印) O.∞ ( 60) -0.88 (60) -0.61 < 60) 、-'










































別 領 域 Ix包 Ip I df 
類似と好み 5.13 くo. ~ 1 
好みと尊敬 3.37 <O.lC 1 
男 好みと将来のモデル 5.31 <0.05 1 
好みと行為のモデル 3.切 <0.10 1 
尊敬と行為のモデル 6.92 <0.01 1 
好きと尊敬 4冊くa咽。羽 1 
女 好きと将来のモデル 13.55 I <0. 1 
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-170ー 児章学
第6表親 への同一視の理由について
領 性 学 身関体す的る類も似のに 性関格す能る力ものに!?崎将司l臨しつけ力消極に的関性す格る能も(消関き極すび的るし訓さもの練)に そ のう4t)h に るもの (人がい
域 5JIJ 年 の父母 父母 父母父母 父母 父母 父母
幼 6 3 。2 。。。。。。。。。2 
類 男 小低 9 7 6 。 1 3 。。。。。1 4 5 
小高 8 10 8 6 。6 。。。。。。11 8 
幼 3 3 1 1 1 3 。。。1 。。 3 4 
似 女 小低 7 8 4 4 2 1 。。。。。1 8 6 
小高 17 18 2 8 1 4 。。。。。。10 13 
幼 。。。。13 6 。。。。。3 。。
好 男 小低 。1 2 。16 16 1 2 。。 2 4 1 2 
小高 。。 7 3 29 27 3 。 2 。11 8 1 。
幼 。1 2 1 12 11 。。。。。5 。。
み 女 小低 1 1 。1 36 24 1 1 。。 3 4 l 2 
小高 。1 4 2 35 31 2 4 。1 7 8 1 1 
幼 。。12 2 。3 。。。。 1 。 2 。
2事 男 小低 。。17 12 1 。 4 1 4 。。。 1 3 
小高 。。28 21 3 3 9 l 4 3 。。。2 
幼 。。11 12 2 3 。。 1 1 。。 1 。
敬 女 小低 。。13 20 1 l 2 1 3 2 。。 2 。
小高 。。30 27 6 4 4 3 。4 1 。 1 。
幼 。。 3 。。2 。。 1 3 。。。。
来将 男
小低 。。 7 10 1 4 。。 7 4 1 。。1 
小高 。。15 19 1 14 。1 15 8 4 。。。の
モ 幼 。。 8 5 l 2 。。。2 。。。。デ
Jレ 女 小低 。。12 16 4 2 。。 8 3 1 。。。
小高 。。24 28 11 11 。。11 6 。。 1 。
幼 。。。1 。2 。。 2 。 1 。。。
f為T 男 小低
。。10 2 。4 。。 1 。 1 。l 。
小高 。。14 6 2 7 。。 1 。。。 1 2 の
モ 幼 。。 2 3 。2 。。。。 3 。。。
ア
1〆 女 小低 。。 5 8 2 5 。。 2 1 。1 。3 
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第7表 a同一視と養育態度との関連 モデル傾向と低い溺愛，神経質，高








行為のモデルと厳格 3.由。 <0. 05t 1 正
行為のモデルと溺愛 12. 75 <0.0 
行為のモデルと神経質 4.54 <0.05 
女
行為の モデルと 厳 格 4.22 <0.05 
行為の モデルと 反 省 4.11 <0.05 
第7表 b同一視と養育 態 皮
領 ク 人
)1ノ
域 別 愛任却費経 格省 数フ.
類
高 12 
低 男 3435 33 60 69 68 19 
高 1~ I ~~忽 30 49 67 74 26 似 低女 3430 30 50 62 69 14 
好 高 I~ 1: お 30 17 {民男 36 32 28 53 69 67 8 
高 | |303134773 4 57 
み 低女 36 36 28 55 65 64 6 
尊 高 | |303
25 
低男 4538 23 57 60回 25 
高 | |3030 沼 4 30 
敬 低女 2940 50 31 68 69 5 
将来 高 I~ I ~ぉ 29487575 1 14低男 3031 28 印 7371 1 17 
の
モ 高 I ~ I : 初お臼 7275 | おア
低女 383039556866 1 6Jレ
行為 高 I~ 1羽 39 お 487471 15
の 低 男 39 35 28 58 臼 63 1 13 
モ
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Summary 
The pu叩oseof this report was to study the childrens awareness of their parents 
on fiveぉpectsof parental identification， by questionnaire， in addition， to investi 
gate other some problems on parental identification. 
The subjects were 42&hildren， male and female， at different ag回 fromthree to 
twelve. The results were as follows， although the data of young chi1dren were few 
reliable. 
1) Parents were perceived as most important models for children among many models. 
2) The children's awareness of their parents was not always same on each aspe 
cts of parental identification， father and mother as models， and sex and ages of child 
ren. 
3) There were signicant， developmental changes of aw訂 enessin father-son relati 
on， on some aspects of parental identification， but no significant changes in mot 
her-daughter relation. 
4) There was the tendency of sex -typing that children identified with their same 
sex parents， but developmental changes from paternal identification to maternal were 
discovered on some aspects of parental identification. 
5) Mother to whom children identified very much， indicated more desirable rearing 
attitudes for their chi1dren， than mothers to whom chi1dren not so much， with the exc 
eption of some mother匂 attitudes.
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